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続いております。これが前身という形で、1959 年、現在につながる第 1 回のブロック別民俗芸能大
会が開催されました。1971 年からは、文化庁の移動芸術祭の協賛公演というように位置付けら








































体総事業費として 300 万円から 800 万円の幅があると言っていいかと思います。そのうちの半分
が国庫補助というのが原則になっております。いくつか実際の予算例、これはインターネット上で
公開されているのでお話ししても問題ないと思いますが、平成 12 年度の関東ブロック、埼玉県が




してはこれの倍になります。だいたい事業費としては 400 万円くらいです。平成 13 年に滋賀県で
やった例を見ますと、これは国際芸能フェスティバルとしてやっていますので、国庫補助事業にな














ら見た評価になります。従って、どんなにいいものをやっても 1,000 人の会場に 200 人しかいなか
ったら失敗だというふうに評価されてしまう。ということで、お客さまが集まりやすい、興味を引くよう
な会場選定の工夫が近年さまざまになされるようになりました。例として、昨年の中国・四国ブロッ



























































































大会の場合は各都道府県の持ち回りなので、1 回やると 7・8 年、次の当番県が回ってこないので
す。そうしますと、次やるときに大過なくやればいいやという姿勢がないとは思いますが、出てきて
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 は困る。こういうものをもう 1 回考える必要があるのではないかということです。 
以上、私の話はプロローグですので、こういった話を踏まえて、午後の議論等につなげて頂け
れば結構かと思います。ありがとうございました。 











全日本郷土芸能協会専務理事  城井智子 
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 報告に先立ちましてお手元に配られた資料を確認させて頂きます。私どもの協会の案内パンフ
レットと、11 月 10 日発行の会報が入れてあります。この会報の中に、今日ご報告します子どもたち
の感想が 4 ページ、5 ページに載っております。それから今回初めて日本青年館に会場を移し行

















1 つは、社団法人になる前から始めていた全国地芝居サミットで、平成 2 年から始めておりまし
た。この頃からだんだんと地芝居が元気になりだしましたが、4回目までは全国と名を挙げてもなか
なか全国規模のものに成り得なかったのですが、それでも好評で続けてまいりました。私どもは、
































頼しました。まだまだ認知度が少なくて、14 年度の 4 回目は 21 の県しか返答をいただいておりま
せん。第 5 回目は 28 県、第 6 回目の今年は 33 県になりました。芸能数で言うと 50 くらいの推薦
がありまして、その中で選考させて頂きました。5 ブロックから 1 団体、これは先ほどお話のあった
民俗芸能ブロック大会の 5 ブロックと同じ区分です。そこから各 1 団体ずつを選出させて頂きまし
て 5 団体と東京都、将来の展開は別ですが今のところ会場は東京と考えておりますので、東京都
を 1 つ出そうということで構成を練りました。この内容にあたっては、私どもコンクールという形式は



























































和 3 年に日本青年館に出たそうです。それ以来のことですから、76 年ぶりだと言って盛り上がって
下さいました。ここも学校と地域が一緒になって、全校生徒が 62 名程の小・中学校が一緒の学校
なのですが、そのうち半数は来て頂いたと思います。この前に太鼓と棒術があるのですが、鶴亀だ
































北上みちのく芸能まつり運営委員  加藤俊夫 
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 北上市は、岩手県の中央からちょっと南にかかったところに位置しています。そこで「みちのく芸
能まつり」を今年で 43 回やっています。北上市にとっては最大の観光行事になっていますが、観





































すが、17 市町村の芸能団体が 646 団体、岩手県全体の自治体が 58 ありますが、その中のわず



















昭和 44 年なのです。私がこの企画をする段階で一番に考えたのは、それまでは出ているのが 10
数団体だったのですが、その数を増やそう、マスゲームを作ったらどうかと、それが観光素材にな
















たのです。今、民俗芸能まつりに 120 団体呼んでいます。だいたい 2,500 人の踊り手が参加しま






























































が、駅前の大きな通り、幅が 20 メートルの道路を 400 メートルくらいの長さを使って、お祭り広場と












せん。8 会場同時にやるのですから、説明なんかしていられないのです。第 1 会場はどこ、第 2 会
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ころでは、1 演目でやれる時間、20 分なら 20 分で自分たちのやれる範囲内の芸能をやってもら
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 そこまで成長しました。 
お金については今でも悩んでいますが、この祭りの予算は 6,000 万円です。その内 1,500 万円
が公的支援です。後は全部民間からの寄付です。3 日間の中に花火があったりいろんなものがあ











































































この会というのは 10 回続いています。大正天皇がお亡くなりになった年は諒闇ということで 1 回






















あったそうです。それでは大変ということで、諸事情を考えてその中から 7 団体プラス 1 ですが、レ




















第 3 回、昭和 3 年ですが、そのときは沖縄から八重山の芸能が大挙して来てもらって、東京で
大変なブームを起こした。そのときのお話が伝わっていて、八重山を出すに当たって、最初に八
重山から沖縄本島に渡って 1 回公演をやっているのです。そうしたら本島の人たちが、なんであん





















は 1 時間でもやってもらう、短くて 10 分でいいものは 10 分で終わらせる、というような形。芸能を
見せることにおいて、一番良い時間帯というものは、主催者側で伝承者と話し合いながら決めてい

















この大会が 10 回やって、戦争などでやめになって、その後復活するのが昭和 25 年なのです。
ここで第 1 回の全国郷土芸能大会という形で、これは当時の文部省の芸術祭の主催公演として始
まるわけです。本来なら日本青年館でやるべきですが、当時は駐留軍に接収されていてまだ使え
なかったので、第 1 回は共立講堂、第 2 回・3 回は日比谷公会堂を借りてやりました。青年館自体
は主催者側には入っていたのですが、青年館としては小金井にあった宿泊施設があったのでそこ
を提供していたということがありました。 
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以前は郷土芸能研究室だったのです。全国民俗芸能大会も、第 1 回から昭和 33 年までは全国
郷土芸能大会だったのです。郷土芸能から民俗芸能という言葉に変わる、これは文化庁の 1 つの
























































































































































































1 つのエピソードをお話ししますと、13 回か 14 回大会かに、ギリヤークの舞踊が来たのですが、
神懸かり的な舞踊だったのですが、それを当時の日本青年館の照明係が、黄色とか赤、ブルーの
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付けましたが、資料 2（星野 資料② p.94）をご覧下さい。今年の 10 月に奈良で行われ、鈴木所長、
宮田さんもおられましたが、無形遺産と有形遺産を結びつけて保存していくための方向性を探る




































































は大きなウエートを占めていないということが 1 つあります。 
次のページ、行政からの依頼を受けて神社以外で演じたことがあるか、という質問に対して、大










ど多くなかったということを、2 枚目の左上のグラフで示しました。観光ＰＲというのが全体の 7 分の
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 上の極に身ぶりと書きましたが、娯楽性を一番上に置く。下に芸術性の極を置く。そうしますと、具























































































































































山路興造（民俗芸能学会） 私に対する質問は、是非論をどう思うかというのが 1 つあります。この
是非論をどう思うかというのは、私自身は民俗芸能大会も含めて 40 数年、本田先生のもとでずっ
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収容のホールでも、2 階はつぶしますので、1 階部分のキャパシティを 1,000 人とした場合に、目
標値をその事業自体で決めるのですが、大体 7 割から 8 割程度というのが合格ラインというか、成
功したというところになろうかと思います。ちなみにこの協議会は、90 名以上の参加が A 評価という
































城井 かなり前になりますが、オリンピック青少年センターで指導者研修会というものが 3 回くらい
あったのです。それが私どもも大変参考になりまして好評でした。それを続けて欲しいと願ってい
たのですが、続きませんでした。それなら私たちの会員の中の指導者的な役割をなしている方た
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もう 1 つは、舞台にのせて、舞台芸術の 1 つの作品として見る方法もあるのではないかということ
を考えております。ですから、北上にさくらホールというのができたのですが、そこで鬼剣舞の全演

















コーディネーター 城井さん 演出について何かございましたら、お願いします。 


































































































何でこういうことを言うかというと、お金というものは、1 万円もらうと 2 万円欲しくなる、2 万円もらう
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 独立行政法人文化財研究所 東京文化財研究所 芸能部 
第 7 回民俗芸能研究協議会 
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  茂木 栄 （國學院大学日本文化研究所助教授） 
  星野 紘 （東京文化財研究所名誉研究員） 
 〔コーディネーター〕 
  宮田繁幸 （東京文化財研究所芸能部民俗芸能研究室長） 
 
 〔総合司会〕 
  俵木 悟 （東京文化財研究所芸能部民俗芸能研究室） 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 資料 2 
 
「全日本郷土芸能協会の公開事業－全国こども民俗芸能大会を中心として－」 
社団法人 全日本郷土芸能協会 専務理事 城井 智子 
 
1．（社）全日本郷土芸能協会（略称：全郷芸）の紹介 
当協会は、昭和 48 年に創立、平成 7 年に社団法人となり、これまで地域社会におけ
る民俗芸能の保存振興を図ることを目的として活動してきました。現在保存会員数 232
団体、個人会員 84 名、合計 316 の会員で構成される法人で、主な自主事業は下記の
3 事業を継続しています。 
 
（1）「全国地芝居サミット」（平成 2 年より開催、今年 15 回目、主に各自治体と共催） 
 
（2）「全国獅子舞フェスティバル」（平成 10 年より開催、今年 7 回目、主に各自治体と共催） 
 


























2．「第 6 回全国こども民俗芸能大会」出演団体の事例 
今年で第 6 回目を迎えた「全国こども民俗芸能大会」は、都道府県の教育委員会より
推薦を受けた団体の中から、当協会が委嘱した選考委員会により全国 5 ブロックと東京































 （2）関東ブロック代表 新潟県佐渡市 
佐渡市立真野中学校「鷺流狂言」 
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 楽で神話を題材にした演目を多くもっています。有福子供神楽社中は、約 300 年も古く
から伝わる「有福神楽」を後世に伝えようと、有福神楽保持者会が母体となり 30 年前に
発足し、途中少子化の影響で 15 年間休んでいましたが、平成 15 年に活動を再開しま
した。毎週土曜日の夜約 2 時間の練習で現在 6 演目を習得、さらに練習を重ねていま
す。 
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 ＜アンケート回答者数と感想等の抜粋＞ 
 
○10 代以下 総回答者数 2 名（男 1 女 1） 
 
○10 代 総回答者数 14 名（男 6 女 8） 
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 資料 3 
「北上みちのく芸能まつり」の企画について 





岩手県 1121 35％ 北上市 132 12％ 
福島県 559 17％ 大船渡市 94 8％ 
宮城県 502 16％ 花巻市 79 7％ 
青森県 366 11％ 江刺市 62 6％ 
秋田県 346 11％ 盛岡市 46 4％ 
山形県 328 10％ その他 708 63％ 
計 3222 団体 計 1121 団体 




（旧南部領） 県北地方 （11 市町村） 92 
 北沿岸地方 （12 市町村） 222 
 県央地方 （13 市町村） 269 583（52％） 
（旧伊達領） 県南地方 （14 市町村） 241 
 南沿岸地方 （4 市町村） 138 379（34％） 
（旧南部・伊達混淆） 和賀地方 （4 市町村） 159 159（14％） 
・ 領境周辺地域と他地域との比較 
（領境周辺） 17 市町村  646 団体（58％） 
（その他） 41 市町村  475 団体（42％） 
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神楽 1 57 58 － 
念仏踊 11 6 17 17 
田植踊 2 17 19 13 
鹿踊 － 4 4 12 
大神楽 3 7 10 15 
奴踊 4 － 4 7 
盆踊 4 5 9 4 
その他 － 12 12 5 




・プログラムの組み方 ・会場設営 ・芸能解説 
② 今後のまつりのあり方と芸能伝承 
・芸能後継者育成 ・芸能の再発掘 ・芸能の心の研鑽 
・住民の理解と協力 ・芸能スタッフの育成 
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 資料 4 






○ 民俗芸能を舞台で演じることが、本格的に始まるのは大正 14 年（1925）の「日本
青年館開館記念 郷土舞踊と民謡の会」である。 







 番外 虚空鈴慕（尺八） 
 佐賀の面浮立（佐賀県） 















 第 19 回（昭和 44 年）からは芸術祭主催公演ではなくなり、文化庁企画・日本青












『図録日本の民俗芸能』（昭和 35 年 朝日新聞社刊） 
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1.  従来の民族（俗）芸能公開形式 
1） 現地伝承紹介型 
例示ビデオ（国際交流基金「第 5 回アジア伝統芸能の交流」 “ナシ族の
踊り”） 
2） 歌舞団（プロ集団）型 
例示ビデオ（福井県「’94 ふくい国際芸術祭」 “エスキモーの踊り”） 
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 星野 資料① 
 
CONVENTION FOR THE SAFEGUARDING 
OF THE INTANTIBLE CULTURAL HERITAGE 
 
The General Conference of the United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization 
hereinafter referred to as UNESCO, meeting in Paris, from 29 September to 17 October 2003, at 
its 32nd session, 
 
Reffering to existing international human rights instruments, in particular to the Universal 
Declaration on Human Rights of 1948, the International Covenant on Economic, Social and 
Cultural Rights of 1966, and the International Covenant on Civil and Political Rights of 1966, 
 
Considering the importance of the intangible cultural heritage as a mainspring of cultural 
diversity and a guarantee of sustainable development, as underscored in the UNESCO 
Recommendation on the Safeguarding of Traditional Culture and Folklore of 1989, in the 
UNESCO Universal Declaration on Cultural Diversity of 2001, and in the Istanbul Declaration of 
2002 adopted by the Third Round Table of Ministers of Culture, 
 
Considering the deep-seated interdependence between the intangible cultural heritage and the 
tangible cultural and natural heritage, 
 
Recognizing that the processes of globalization and social transformation, alongside the 
conditions they create for renewed dialogue among communities, also give rise, as does the 
phenomenon of intolerance, to grave threats of deterioration, disappearance and destruction of 
the intangible cultural heritage, in particular owing to a lack of resources for safeguarding such 
heritage, 
 






Article 2 – Definitions 
 
For the purpose of this Convention, 
1. The “intangible cultural heritage” means the practices, representations, expressions, 
knowledge, skills – as well as the instruments, objects, artifacts and cultural spaces associated 
therewith – that communities, groups, and, in some cases, individuals recognize as part of their 
cultural heritage. This intangible cultural heritage, transmitted from generation to generation, is 
constantly recreated by communities and groups in response to their environment, their 
interaction with nature and their history, and provides them with a sense of identity and 
continuity, thus promoting respect for cultural diversity and human creativity. For the purpose of 
this Convention, consideration will be given solely to such intangible cultural heritage as is 
compatible with existing international human rights instruments, as well as with the requirements 
of mutual respect among communities, groups and individuals, and of sustainable development. 
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 星野 資料② 
Overview of the evolution of the safeguarding 
of intangible cultural heritage 
 
Mr. Chérif Mohamed KHAZNADAR 
Directeur 
Maison des Cultures du Monde 
France 
 
The adoption by UNESCO of a “convention to safeguard intangible cultural heritage” is an event 
of the utmost importance that will be seen in the history of humanity as a wake-up call, a leap in 
awareness, a break with past practices that were often harmful. 
Already in the terminology, the adoption of the expression “intangible cultural heritage” in place 
of other terms or expressions used in the past has led to new thinking about the definition of this 
heritage and the means and methods for promoting and safeguarding it. 
While the expression “intangible cultural heritage” is technical and far from perfect, it has – 
contrary to the apprehension of some experts including myself – quickly been embraced by 
people in the field and the media. Above all, it has led to reconsideration of the use of the term 
“folklore”, and that is essential and fundamental. 
 
Praise and criticism of folklore: 
 
During the twentieth century, the term folklore has been used in quite different ways. 
Progressively, this term, which used to mean “the study of the customs, ceremonies, beliefs, 
legends, songs, etc. of ancient times” that remain in societies without writing or rural societies 
came to mean, in several languages and countries and especially in France, “an expression of 
something superficially or artificially picturesque.” How did this happen? How did we move 
from a notion that covered (with the exception of its limitation to rural or oral tradition societies) 
the same field as that of intangible cultural heritage, to a notion of superficially picturesque or, to 
use a term that is in fashion, entertainment? This point merits some discussion. 
When the term “Folk-Lore” was suggested in 1846 by the Englishman W. J. Thoms, it was 
intended to replace the expression “popular antiquities” which covered this area of research in 
which one of the first practitioners was, twenty-six centuries ago – even before Ovid – 
Herodotus. From the second half of the 19th century to the first half of the 20th century, research 
and works on folklore were particularly numerous in Germany, Austria, Switzerland, Sweden 
and, to a lesser extent, in France. It was in the nineteen-twenties that the shift began with the 
annexation in Germany of the Volkskunde (Folk-Lore) by the Rassenkunde, at the time of the 
emergence of racism in Central Europe. The totalitarian regimes of Europe used folklore as one 
of the instruments of deculturation. The establishment of folklore troupes and ballets in the 
Soviet Union and then in all the Eastern Bloc countries and those following the Soviet Union 
caused great harm to the use of the term “folklore”. “Folklore” troupes claimed to represent the 
folk traditions of each of the republics of the Soviet Union. With this idea, teams of 
choreographers, composers, costumes designers, etc. sought to assemble in a show of less than 
two hours all of the elements which, in the culture of the various peoples making up a given 
republic, could entertain the broadest audience. The stylization of the costumes, dances and even 
the music, the reproduction by professional artists of these dances and music was in no way 
spontaneous or improvised and thus, paradoxically, not at all “folkloric” in the scientific sense of 
the term. The purpose of this immense “folklorization” machine was clearly to erase all cultural 
particularities within a nation –(empire)-state and, with the pretext of “safeguarding” folklore, to 
denature it, freeze it, museum-ify it, in other words: to kill it. 
We must not underestimate the damage caused by this “folklorization” of heritage, because it is 
still going on and it will be one of the major obstacles to be overcome by individuals and teams 
working to safeguard intangible cultural heritage. 
 
* This is an abstract of the keynote speech for the international conference “The Safeguarding of 
Tangible and Intangible Cultural Heritage: Toward an Integrated Approach”, held in Nara on 
20 -23 Oct. 2004. 
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ー主催で大阪で開催された報告書（2004 ACCU Regional Meeting in Asia and the 
Pacific on Promotion of Safeguarding Intangible Cultural Heritage）に掲載のレポート































星野紘 「ヨルダン 無形の文化遺産のこと」 『アジア遊学』70 勉誠出版 より引用 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   









   




     


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ア ン ケ ー ト 集 計 結 果 
 
 












































(1)-1 性別  
①男性 47 
②女性 34 
(1)-2 年齢  
①20 歳代 9 
②30 歳代 22 
③40 歳代 14 













































• 実際、11 月 14 日に我が町でも大会があり、第 7 回ということもあって、当初持っていたような目
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確保を重視してきたため、昨年から“出演団体を半分の 5 団体に”、“時間を 3.5～4ｈ→2.5h 以

















• 城井氏が提示されたビデオで、生徒の達成度に感心した。日本民俗音楽学会の 12 月 18,19
日の研究会で、「学校現場における民俗音楽教育の現状と課題について」をとりあげるので、大
変参考になりました。民俗芸能の公開についてはいろいろな具体例があるので、簡単に整理す
















































































































































































  - 123 -
第七回民俗芸能研究協議会 参加者 
 
青木 範夫 栃木県教育委員会・事務局文化財化 
阿部 武司 東北文化財映像研究所 
蟻坂 那 万作踊り松戸保存会 
有田 洋人 法政大学大学院人間社会研究科 
安藤 直子 お茶の水女子大学 
飯島 満 東京文化財研究所芸能部 
石井 ナミ 万作踊り松戸保存会 
石井 聖子 常陸大宮市歴史民俗資料館 
入江 宣子  
岩城 晴貞 文化総合研究所 
内田 忠賢 お茶の水女子大学人間文化研究科 
宇野田 綾子 中野区立歴史民俗資料館 
生方 徹夫 栄町教育委員会 
梅忠 美沙 早稲田大学 
梅津 幸保 梓山獅子踊保存会 
榎 美香 千葉県教育庁・教育振興部文化財課 
大熊 佐智子 野田市教育委員会 
大島 暁雄 文化庁 
大貫 紀子 東京芸術大学 
大野 益代 武蔵村山市歴史民俗資料館 
大日野 佳代子 （株）ノンフィクションチャネル 
大山 孝正 福島県文化振興事業団 
岡田 純 中央区教育委員会 
岡本 一雄 埼玉県教育局 
奥原 徳浩 高山市教育委員会 
奥村 晃代 甲賀市水口歴史民族資料館 
小栗 幸江 美濃歌舞伎保存会 
小田 幸子 東京文化財研究所芸能部 
香川 義美 神奈川ニュース映画協会 
加藤 俊夫 北上みちのく芸能まつり運営委員 
川端 弘士 四街道市教育委員会 
川真田 桂子 大和市教育委員会 
城井 智子 （社）全日本郷土芸能協会 
城所 恵子 神奈川県民俗芸能保存会 
吉川 周平 京都市立芸術大学 
木原 善和 八千代市文化伝承館 
君島 真理子 真壁町歴史民俗資料館 
喜好 可南子 早稲田大学 
栗田 香穂 （財）ポーラ伝統文化振興財団 
近藤 静乃 東京文化財研究所 
斉藤 醇 
斉藤 利彦    佛教大学アジア宗教文化情報研究所 
佐賀 明子   元盛岡市立乙部中学校 
笹生 昭 （社）全日本郷土芸能協会 
佐竹 悦子 東京文化財研究所芸能部 
佐藤 明生 横須賀市教育委員会 
沢井 佳 板橋区教育委員会 
志村 有司 世田谷区教育委員会 
白井 ＿＿ 神奈川大学大学院 
須藤 武子 日本民俗舞踊研究会 
関 孝夫 上尾市企画財政部 
関谷 学 あきる野市教育委員会 
大明 敦 埼玉県立さきたま資料館 
高木 真紀子 東京芸術大学 
高桑 いづみ 東京文化財研究所 
瀧本 めぐみ ユネスコ・アジア文化センター 
田口 光一 上田市文化財審議委員 
田久保 和弘 船橋市教育委員会文化課 
田中 英機 実践女子大学 
土橋 博之 七年まつり保存会 
中司 由起子 東京文化財研究所芸能部 
中坪 功雄 （社）全日本郷土芸能協会 
中村 茂子 実践女子大学 
中村 理行 民俗芸能学会 
中藪 規正 （株）ノンフィクションチャネル 
新沼 裕江 東村山ふるさと歴史館 
仁尾 洋子 東京文化財研究所 
西 昭信 福岡市教育委員会 
西瀬 英紀 国立劇場文化デジタルライブラリー課 
西角井 正大 民俗芸能学会 
野川 美穂子 東京文化財研究所 
芳賀 日出男 （社）全日本郷土芸能協会 
畠山 泰三 （株）DNP デジタルコム 
林 美禰子 相模人形芝居下中座 
林田 静治 四街道市教育委員会 
樋口 昭 埼玉大学 
樋口 和宏 文化庁文化財部 
俵木 悟 東京文化財研究所 
平野 英俊 （社）全国公立文化施設協会 
深澤 あかね 早稲田大学 
福持 昌之 愛知川町教育委員会 
星野 紘 東京文化財研究所名誉研究員 
本津 絢子 大阪府伝統文化総合支援研究会 
増山 一成 中央区教育委員会事務局 
松崎 睦彦 東村山ふるさと歴史館 
真部 正明 （財）ポーラ伝統文化振興財団 
丸尾 依子 山梨県教育委員会 
三上 芳範 相模人形芝居下中座 
宮田 繁幸 東京文化財研究所芸能部 
茂木 栄 國學院大學日本文化研究所 
森田 都紀 東京芸術大学大学院 
柳川 雅史 相模原市教育委員会 
柳沢 新治 豊田市能楽堂アドバイザー 
谷部 真吾 日本女子大学 
山路 興造 民俗芸能学会 
山田 実 埼玉県立博物館 
吉田 政博 板橋区教育委員会 
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